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高品質開発を支援する最適設計手法 

電磁界解析と多変量統計分析手法を用いた電磁機器の最適設計 

技術分野分類  ２１０１０：電力工学関連 

技術キーワード  電気機器，アクチュエータ，CAE 

産 業 分 類  E-29：電気機械器具製造業 
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容 

概  要 

二次元・三次元有限要素法を用いた電磁界解析と多変量統計分析を併用するこ

とにより，設計目的に応じた，高品質設計を行うことができる．併せて，電磁

現象の把握についても支援を行う． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

各種探査法を併用した最適設計手法は様々なものが提案されているが，これら

の手法は誤差や偏差などの影響を十分に把握することが困難である．一方，設

計変数と特性との相関を含めた本最適設計法では，誤差や偏差の影響を見込む

ことが可能であり，高い安定性をもった高品質設計が実現できる．また，オー

プンソースのツールを有効に利用して，業務効率の改善も提案する． 

本技術の 

有用性 

有限要素法を用いた電磁界解析と多変量統計手法を利用する設計技術を基盤

技術として利用することで，定性的かつ定量的に管理された設計が可能とな

り，生産の効率化，安定化を図ることができる． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 

回転機，リニアモータ，電磁センサ等，電磁応用機器の設計に適用できる．また

今後要求される厳しい製品開発の一助とすることができるばかりでなく，連成系

の評価など製品設計技術のボトムアップが期待できる． 
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解析ツールは，内製のものの他，オ

ープンソースや GNU ライセンスの

ものも利用している． 

左図では，オープンソースとして配

布されているものをビュワとして利

用している． 


